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②

　

２
月
２
日
（
日
）、
任
期
満
了
に

伴
う
西
之
表
市
長
選
挙
及
び
西
之

表
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
、

市
内
13
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

即
日
開
票
の
結
果
、
市
長
選
挙

で
は
現
職
の
八
板
俊
輔
氏
（
71
歳
・

無
所
属
）
が
、
５
人
の
新
人
を
抑

え
て
、
３
期
目
の
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
数
14
議
席
に
対
し
て

17
人
が
立
候
補
し
た
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
、現
職
９
人
、新
人
２
人
、

元
職
３
人
（
党
派
別
で
は
、
無
所

属
が
12
人
、
日
本
共
産
党
が
１
人
、

立
憲
民
主
党
が
１
人
）
が
当
選
し

ま
し
た
。

八板 俊輔 氏 八板 俊輔 氏 が再選（3期目）が再選（3期目）
西之表市長選挙西之表市長選挙

　

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
、

１
万
１
９
４
７
人
で
、
期
日
前
投

票
を
含
め
た
投
票
者
数
は
、
市
長

選
・
市
議
選
と
も
に
８
５
８
９
人

（
投
票
率
71
・
89
％
）
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。（
投
票
区
別
投
票

率
は
右
表
の
と
お
り
）

　

な
お
、
翌
日
の
２
月
３
日
（
月
）

に
は
、
市
民
会
館
で
当
選
証
書
付

与
式
が
行
わ
れ
、
江
口
一
德
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
長
よ
り
、
八
板

市
長
お
よ
び
14
名
の
市
議
会
議
員

選
挙
当
選
者
に
、
当
選
証
書
が
付

与
さ
れ
ま
し
た
。

当選証書を受け取る八板市長

当　   843 票　遠藤　建次郎  （無・現）
当　   788 票　小坂　圭吾　  （無・新）
当　   662 票　杉　　為昭　  （無・元）
当　   605 票　下川　和博　  （無・現）
当 596.331 票　橋口　好文　  （無・現）
当　   592 票　松元　秀樹　  （無・新）
当　   587 票　田添　辰郎　  （無・現）
当　   511 票　和田　香穂里  （無・元）
当　   504 票　河本　幸男　  （無・現）
当 461.103 票　長野　広美　  （立・現）
当　   442 票　濱島　明人　  （無・現）
当 439.668 票　橋口　美幸　  （共・現）
当　   417 票　丸田　健次　  （無・元）
当 374.896 票　宇野　裕未　  （無・現）
　　   291 票　髙井　和道　  （無・新）
　　   221 票　沖𠮷　富寛　  （無・新）
　　   141 票　牛越　紀幸　  （無・新）

西之表市議会議員選挙結果西之表市議会議員選挙結果
定数 14（得票順、敬称略）

市長選   71.89％  〈前回 80.17％〉市長選   71.89％  〈前回 80.17％〉
市議選   71.89％〈前回 80.15％〉市議選   71.89％〈前回 80.15％〉

投票率投票率

投票区 有権者数 投票者数 投票率
榕城 1 4,621 1,690 36.57
榕城 2 1,395 671 48.10
上　西 417 171 41.01
下　西 1,793 729 40.66
国　上 818 409 50.00
伊　関 322 175 54.35
安　納 292 141 48.29
現　和 944 503 53.28
安　城 230 111 48.26
立　山 79 43 54.43
中　割 59 27 45.76
古　田 297 164 55.22
住　吉 680 338 49.71
期日前投票 - 3,373 -
不在者投票 - 44 -
合　計 11,947 8,589 71.89

投票区別投票率（市長選・市議選）投票区別投票率（市長選・市議選）（単位：人、％）

当　2,656 票　八板　俊輔　  （無・現）
　　2,074 票　池田　恵衣子  （無・新）
　　1,016 票　鮫島　斉　　  （無・新）
　　1,016 票　鎌田　孝章　  （無・新）
　　　948票　三宅　公人　  （無・新）
　　　803票　濱上　幸十　  （無・新）

西之表市長選挙結果西之表市長選挙結果 （得票順、敬称略）
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③

①河本　幸男
② 70歳
③無所属・現
④ 3回
⑤国上中目

①杉　為昭
② 58歳
③無所属・元
④ 2回
⑤浜脇

①松元　秀樹
② 61歳
③無所属・新
④ 1回
⑤池之久保

①小坂　圭吾
② 40歳
③無所属・新
④ 1回
⑤鴨女町

①遠藤　建次郎
② 59歳
③無所属・現
④ 2回
⑤西俣

①下川　和博
② 65歳
③無所属・現
④ 5回
⑤下石寺

①濱島　明人
② 53歳
③無所属・現
④ 2回
⑤古田中之町

①和田　香穂里
② 60歳
③無所属・元
④ 2回
⑤御牧

①橋口　好文
② 71歳
③無所属・現
④ 3回
⑤小牧野

①橋口　美幸
② 69歳
③日本共産党・現
④ 6回
⑤榕城中目

①宇野　裕未
② 48歳
③無所属・現
④ 2回
⑤小牧

①田添　辰郎
② 61歳
③無所属・現
④ 6回
⑤松畠

①長野　広美
② 68歳
③立憲民主党・現
④ 7回
⑤伊関

①丸田　健次
② 66歳
③無所属・元
④ 3回
⑤榕城中目

①氏名（敬称略）
②年齢（届出日時点）
③所属・新現の別
④当選回数
⑤地域

西
之
表
市
議
会
議
員

西
之
表
市
議
会
議
員

選
挙
当
選
者

選
挙
当
選
者

現
職
９
人
、
新
人
２
人
、
元
職
３
人

が
当
選

※
上
段
か
ら
届
出
の
順
に
掲
載

西之表市長選挙・西之表市議会議員選挙  行われる西之表市長選挙・西之表市議会議員選挙  行われる
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ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

１
月

　

１
月
2121
日
（
火
）、
伊
関
の
多
目
的

日
（
火
）、
伊
関
の
多
目
的

ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
、
高
齢
者
の
サ
ロ

ふ
れ
あ
い
交
流
館
で
、
高
齢
者
の
サ
ロ

ン
参
加
者
と
伊
関
小
学
校
の
児
童
が
交

ン
参
加
者
と
伊
関
小
学
校
の
児
童
が
交

流
を
行
い
ま
し
た
。

流
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
地
域
住
民
を
中
心
に

　

こ
の
交
流
は
、
地
域
住
民
を
中
心
に

考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
児
童
が
書
い
た

考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
児
童
が
書
い
た

書
初
め
を
披
露
し
た
後
、
陣
取
り
ゲ
ー

書
初
め
を
披
露
し
た
後
、
陣
取
り
ゲ
ー

ム
や
コ
マ
回
し
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み

ム
や
コ
マ
回
し
な
ど
を
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
た
。
コ
マ
回
し
で
は
、
児
童
が
高

ま
し
た
。
コ
マ
回
し
で
は
、
児
童
が
高

齢
者
の
方
か
ら
コ
ツ
を
教
わ
り
夢
中
に

齢
者
の
方
か
ら
コ
ツ
を
教
わ
り
夢
中
に

な
っ
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
、
サ
ロ
ン

な
っ
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
、
サ
ロ
ン

参
加
者
は
、「

参
加
者
は
、「
7070
年
ぶ
り
に
コ
マ
を
回

年
ぶ
り
に
コ
マ
を
回

し
た
。
児
童
が
孫
の
よ
う
で
楽
し
か
っ

し
た
。
児
童
が
孫
の
よ
う
で
楽
し
か
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
（
伊
関
校
区
）

　

１
月

　

１
月
1515
日
（
水
）、
種
子
島
中
学
校

日
（
水
）、
種
子
島
中
学
校

で
、
第

で
、
第
7474
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
生
の
部
で

動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
生
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
鶴
岡
幹
大
さ
ん

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
鶴
岡
幹
大
さ
ん

（
種
子
島
中
１
年
）
へ
鹿
児
島
保
護
観
察

（
種
子
島
中
１
年
）
へ
鹿
児
島
保
護
観
察

所
か
ら
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

所
か
ら
賞
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な

明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
と
い
う
運
動

明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
と
い
う
運
動

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
外
在
住
時
の
実

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
県
外
在
住
時
の
実

体
験
の
中
で
感
じ
た
地
域
の
人
々
と
の

体
験
の
中
で
感
じ
た
地
域
の
人
々
と
の

交
流
の
大
切
さ
な
ど
を
作
文
に
書
い
た

交
流
の
大
切
さ
な
ど
を
作
文
に
書
い
た

鶴
岡
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
ど
の
よ
う

鶴
岡
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
犯
罪
が
な
く
な
り
、
よ
り
安

に
し
た
ら
犯
罪
が
な
く
な
り
、
よ
り
安

全
な
地
域
に
な
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

全
な
地
域
に
な
る
の
か
を
考
え
な
が
ら
、

生
活
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

生
活
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
表
彰

　

１
月

　

１
月
2121
日
（
火
）、

日
（
火
）、「
令
和
６
年
度
文

「
令
和
６
年
度
文

部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
式
」
に

部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
式
」
に

て
教
職
員
組
織
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
現

て
教
職
員
組
織
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
現

和
小
学
校
の
横
山
政
文
校
長
と
安
城
小

和
小
学
校
の
横
山
政
文
校
長
と
安
城
小

学
校
の
𠮷
滿
ふ
く
み
校
長
が
市
役
所
を

学
校
の
𠮷
滿
ふ
く
み
校
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
受
賞
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
、
受
賞
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
校
は
平
成

　

両
校
は
平
成
2727
年
度
か
ら
学
校
間
で

年
度
か
ら
学
校
間
で

研
修
や
授
業
を
共
同
で
行
う
「
小
小
連

研
修
や
授
業
を
共
同
で
行
う
「
小
小
連

携
」
を
行
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
オ

携
」
を
行
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
子
供
た
ち
同
士
を
つ
な

ン
ラ
イ
ン
で
子
供
た
ち
同
士
を
つ
な

ぎ
、
意
見
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぎ
、
意
見
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
離
島
へ
き
地
に

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
離
島
へ
き
地
に

お
け
る
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
と
し

お
け
る
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
と
し

て
期
待
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

て
期
待
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
学
校
表
彰
（
現
和
小
・
安
城
小
）

  

令
和
６
年
度
県
葉
た
ば
こ
共
進
会
に

令
和
６
年
度
県
葉
た
ば
こ
共
進
会
に

お
い
て
、
西
之
表
市
葉
た
ば
こ
モ
デ
ル

お
い
て
、
西
之
表
市
葉
た
ば
こ
モ
デ
ル

生
産
組
合
員
の
茅
野

生
産
組
合
員
の
茅
野  

俊
一
郎
さ
ん
が

俊
一
郎
さ
ん
が

見
事
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

見
事
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

茅
野
さ
ん
は
市
内
４
圃
場
計

　

茅
野
さ
ん
は
市
内
４
圃
場
計
7070
aa

で
葉
た
ば
こ
を
生
産
し
て
お
り
、
生
産

で
葉
た
ば
こ
を
生
産
し
て
お
り
、
生
産

さ
れ
た
葉
た
ば
こ
は
令
和
６
年
９
月
に

さ
れ
た
葉
た
ば
こ
は
令
和
６
年
９
月
に

熊
本
で
実
施
さ
れ
た
販
売
会
の
成
績
に

熊
本
で
実
施
さ
れ
た
販
売
会
の
成
績
に

お
い
て
、
判
定
全
項
目
で

お
い
て
、
判
定
全
項
目
で
AA
判
定
を

判
定
を

受
け
ま
し
た
。
令
和
７
年
作
に
つ
い
て

受
け
ま
し
た
。
令
和
７
年
作
に
つ
い
て

も
良
品
質
の
生
産
に
向
け
て
意
欲
を
示

も
良
品
質
の
生
産
に
向
け
て
意
欲
を
示

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

茅
野  

俊
一
郎  

氏

葉
た
ば
こ
共
進
会
県
優
良
賞
受
賞

市政の窓 2025.3 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会

　　

２２
月月
６６
日
（
木
）、
種
子
島
高
校
で
、

日
（
木
）、
種
子
島
高
校
で
、

令
和
６
年
度
農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会

令
和
６
年
度
農
業
の
門
出
を
励
ま
す
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
３
名
で
、
全
員
農

　

今
年
の
対
象
者
は
３
名
で
、
全
員
農

業
大
学
校
へ
進
学
さ
れ
ま
す
。

業
大
学
校
へ
進
学
さ
れ
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
将
来
は
地
元
で
あ

　

生
徒
た
ち
は
、「
将
来
は
地
元
で
あ

る
種
子
島
で
畜
産
経
営
を
行
い
、
地
元

る
種
子
島
で
畜
産
経
営
を
行
い
、
地
元

の
農
業
振
興
に
貢
献
し
た
い
」「
多
く

の
農
業
振
興
に
貢
献
し
た
い
」「
多
く

の
畑
が
し
っ
か
り
と
機
能
す
る
よ
う
、

の
畑
が
し
っ
か
り
と
機
能
す
る
よ
う
、

土
壌
改
良
に
必
要
な
知
識
を
多
く
学
び

土
壌
改
良
に
必
要
な
知
識
を
多
く
学
び

た
い
た
い
」「
多
く
の
資
格
取
得
を
目
指
し
、

」「
多
く
の
資
格
取
得
を
目
指
し
、

将
来
、
最
大
限
に
自
分
の
力
を
発
揮
で

将
来
、
最
大
限
に
自
分
の
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
の

き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
決
意
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

野
田
眞
壽
美
さ
ん
が
、
全
国
公
平
委

　

野
田
眞
壽
美
さ
ん
が
、
全
国
公
平
委

員
会
連
合
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

員
会
連
合
会
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
（
水
）、
市
役
所
に
お
い

　

２
月
５
日
（
水
）、
市
役
所
に
お
い

て
市
公
平
委
員
会
の
河
野
博
康
委
員
長

て
市
公
平
委
員
会
の
河
野
博
康
委
員
長

が
伝
達
し
、
受
賞
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

が
伝
達
し
、
受
賞
の
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

野
田
さ
ん
は
、
平
成

　

野
田
さ
ん
は
、
平
成
2828
年
４
月
か
ら

年
４
月
か
ら

西
之
表
市
公
平
委
員
会
委
員
を
務
め
ら

西
之
表
市
公
平
委
員
会
委
員
を
務
め
ら

れ
、
現
在
３
期
目
と
し
て
８
年
以
上
に

れ
、
現
在
３
期
目
と
し
て
８
年
以
上
に

わ
た
り
公
正
な
人
事
行
政
の
確
立
に
ご

わ
た
り
公
正
な
人
事
行
政
の
確
立
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
５
月

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
５
月

に
は
、
鹿
児
島
県
公
平
委
員
会
連
合
会

に
は
、
鹿
児
島
県
公
平
委
員
会
連
合
会

表
彰
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
彰
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
表
彰

　

１
月
21
日
（
火
）、「
令
和
６
年
度
文

部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員
表
彰
式
」
に

て
教
職
員
組
織
部
門
で
表
彰
さ
れ
た
現

和
小
学
校
の
横
山
政
文
校
長
と
安
城
小

学
校
の
𠮷
滿
ふ
く
み
校
長
が
市
役
所
を

訪
れ
、
受
賞
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

両
校
は
平
成
27
年
度
か
ら
学
校
間
で

研
修
や
授
業
を
共
同
で
行
う
「
小
小
連

携
」
を
行
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
子
供
た
ち
同
士
を
つ
な

ぎ
、
意
見
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
離
島
へ
き
地
に

お
け
る
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
と
し

て
期
待
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

１
月

　

１
月
2323
日
（
木
）、
女
性
を
支
援
す

日
（
木
）、
女
性
を
支
援
す

る
世
界
的
な
奉
仕
団
体
、
国
際
ソ
ロ
プ

る
世
界
的
な
奉
仕
団
体
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
種
子
島
（
山
﨑
雅
惠
会
長
）

チ
ミ
ス
ト
種
子
島
（
山
﨑
雅
惠
会
長
）

か
ら
、
長
野
美
月
さ
ん
（
種
子
島
高
校

か
ら
、
長
野
美
月
さ
ん
（
種
子
島
高
校

３
年
生
）へ
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

３
年
生
）へ
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ア

　

こ
れ
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ア

メ
リ
カ

メ
リ
カ  

日
本
南
リ
ジ
ョ
ン
が
主
催
す
る

日
本
南
リ
ジ
ョ
ン
が
主
催
す
る

未
来
の
可
能
性
と
夢
の
実
現
を
応
援
す

未
来
の
可
能
性
と
夢
の
実
現
を
応
援
す

る
進
学
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
九
州
沖

る
進
学
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
九
州
沖

縄
地
区
の
学
生
を
対
象
に
毎
年

縄
地
区
の
学
生
を
対
象
に
毎
年
5050
名
を
名
を

1010
年
間
選
出
）
で
、
長
野
さ
ん
は
「
こ

年
間
選
出
）
で
、
長
野
さ
ん
は
「
こ

の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
出
さ
せ

の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
出
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
以
上
、
皆
さ
ま
の
期
待

て
い
た
だ
い
た
以
上
、
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

日
本
南
リ
ジ
ョ
ン
国
際
ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
奨
学
金

鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ

（
中
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

　

２
月

　

２
月
1717
日
（
月
）、
群
馬
県
で
開
催

日
（
月
）、
群
馬
県
で
開
催

さ
れ
る
第

さ
れ
る
第
2121
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
３

中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
３

月月
2828
日
〜
）
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て

日
〜
）
に
鹿
児
島
県
代
表
と
し
て

出
場
す
る
仁
禮
み
な
み
さ
ん

出
場
す
る
仁
禮
み
な
み
さ
ん((

種
子
島

種
子
島

中
２
年

中
２
年))

が
市
役
所
へ
の
表
敬
訪
問
を

が
市
役
所
へ
の
表
敬
訪
問
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　

仁
禮
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
鹿
児
島

　

仁
禮
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
鹿
児
島

市
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
は
昨
年

市
チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
は
昨
年
1010
月月

に
開
催
さ
れ
た
県
中
学
校
女
子
新
人
ソ

に
開
催
さ
れ
た
県
中
学
校
女
子
新
人
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
、
仁
禮
さ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
、
仁
禮
さ

ん
は
チ
ー
ム
の
主
軸
と
し
て
活
躍
さ
れ

ん
は
チ
ー
ム
の
主
軸
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
県
選
抜
チ
ー
ム
に
選

ま
し
た
。
今
回
の
県
選
抜
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
た
仁
禮
さ
ん
は
「
応
援
し
て
く
れ

ば
れ
た
仁
禮
さ
ん
は
「
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
人
た
ち
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

て
い
る
人
た
ち
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が

出
来
る
環
境
に
感
謝
し
て
、
日
本
一
を

出
来
る
環
境
に
感
謝
し
て
、
日
本
一
を

も
ぎ
取
っ
て
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

も
ぎ
取
っ
て
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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⑥

◆住民票の異動届（転出届、転入届、転居届等）の手続方法
◎他の市区町村に転出・転入する場合
＜オンラインでの届出（推奨）＞ ＜窓口での届出＞
引越前の
市区町村

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

引越先の
市区町村

◎同一の市区町村内で転居する場合
お住まいの
市区町村

[ 転出前に ]
　マイナポータル等を通じ
　オンラインで転出届を提出する
　（窓口で行う必要がありません）

[ 転入した日から 14日以内に ]
マイナンバーカードを提示の上
転入届を提出する※１

[ 転出前に ]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る※２

[ 転入した日から 14日以内に ]
転出証明書を添えて※３
転入届を提出する

[ 転居した日から 14日以内に ]
窓口で転居届を提出する※１

※１ マイナポータル等を通じて、転入（転居 ) 届
　の提出のために来庁予定の連絡ができます。
※２ マイナンバーカードをお持ちの方は、転出
　証明書の受取りはありません。
※３ マイナンバーカードをお持ちの方は、マイ
　ナンバーカードを提示してください。

■問合せ先　市役所市民生活課市民係　☎ 22‐1111内線 301/302

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、
「正確な住所の届出」が必要です！

○住民票の住所の異動届 ( 転出届・転入届・転居届など ) は、国民健康保険及び国民年金の資格の
　確認や、　選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続です ｡
○「マイナンバーカード」には、最新の住所を記載する必要があります。引っ越し先の市区町村に
　マイナンバーカードを持参し、必要な手続きを行ってください。
○「転出届」はマイナポータルを通じてオンラインで提出できます。

（おもて面）

転出届・転入予約は、マイナポータルで！

１．マイナポータルで転出・転入の予約をします
２．市民生活課窓口（１階）または学校教育課（４階）で「転学通知書」を受け取ります。
３．「転学通知書」をもって、通学していた学校で「在学証明書」「教科用図書給与証明書」を受け取り
　ます
４．マイナンバーカードを持参し、引越し先の市町村窓口で転入手続を行い、転校手続きはそのあとの
　指示に従います
※詳しくは、教育委員会学校教育課管理係（☎ 22-1111 内線 266）までお問い合わせください

※市外への小・中学校の転校手続きについて（オンラインでの届出の場合）

（正当な理由がなく住民票の異動を提出しない場合、
5万円以下の過料に処されるころがあります）

マイナンバーカードを所有している人は、マイナポータルからオンラインで転出届および転入予約
（来庁予定の連絡）ができます。詳しくは、デジタル庁ホームページをご覧ください。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先市区町村の窓口で転入届等の手
続が必要です。

引っ越し手続について｜引っ越し｜マイナポータル
https://myna.go.jp/html/moving_oss.html

引っ越し手続オンラインサービス｜デジタル庁
https://www.digital.go.jp/policies/moving_onestop_
service

市政の窓 2025.3 月号



⑦

■問合せ先　市水道課管理係　☎ 22‐0271（直通）■問合せ先　市水道課管理係　☎ 22‐0271（直通）

Ａ

　　給水装置は所有者（使用者）で維持管理をすると聞きましたが、詳しく教えてください。

　　給水装置とは、道路に埋設してある水道本管から水道使用者に給水するために使用者本人が設置した給水装置とは、道路に埋設してある水道本管から水道使用者に給水するために使用者本人が設置した
給水管から蛇口までの装置（メータを除く）のことをいいます。給水管から蛇口までの装置（メータを除く）のことをいいます。
　公道の地中に埋設してある水道本管は、水道課で管理しています。それ以外は各所有者の財産ですので、　公道の地中に埋設してある水道本管は、水道課で管理しています。それ以外は各所有者の財産ですので、
管理も所有者が行います。そのため管理も所有者が行います。そのため給水管の漏水や給水管を原因とする不具合の発生は、所有者の責任で
修理等を行うことになります。。
　給水装置は、水道水の供給を受ける大切な装置です。水道法により施設基準（違反者には罰則規定があ　給水装置は、水道水の供給を受ける大切な装置です。水道法により施設基準（違反者には罰則規定があ
ります）が定められています。安心・安全な水道水の供給が受けられるよう給水装置の新設・改良・修繕ります）が定められています。安心・安全な水道水の供給が受けられるよう給水装置の新設・改良・修繕
は指定給水装置工事業者に依頼してください。は指定給水装置工事業者に依頼してください。※水道課で修理はできませんのでご注意ください。

Ｑ
水道の水道のココココを教えて！を教えて！

　各ご家庭に設置されている水道メータは、計量法（平成４年 法律第 51号）で有効期限（8年）が定
められています。期限の年に水道課から指定給水装置工事事業者へ委託して、メータ交換作業を実施し
ています。メータ交換にかかる費用の請求はいたしません。ただし、止水栓や給水管の腐食等により交
換ができない場合は、お客様負担で修繕していただいた後、交換作業を実施します。
　ご不明な点は水道課へお問い合わせください。

水道メータ交換について水道メータ交換について

使用者・所有者が変わる

次のような場合には、水道課（市役所２階）または電子申請で手続きが必要です。次のような場合には、水道課（市役所２階）または電子申請で手続きが必要です。

水道料支払い方法の変更

※ 1…転入・転居等で、届出をせずに水道を使用した場合、お客様に不利な取扱いとなる場合があります。
※ 2…届出がない場合は、水道を使用していなくても基本料金を請求することになります。
※ 3…使用者番号（検針票に記載）をご確認の上、通帳の届け印を持参してください。
※水道課で手続きする際は、認め印が必要です。
※電子申請は、インターネットで各種手続きができる仕組みです。
　市ホームページからご確認いただけます。

３日前までに水道課
または電子申請で手続き

新たに水道を使用する
※ 1

水道の使用をやめる

3か月以上
水道を使用しない

※ 2

水道課または
電子申請で手続き

納付書送付、集金に変更
する場合は水道課または
電子申請で手続き

※3

水道の手続きはお済みですか？はお済みですか？

口座振替へ変更する場合
は金融機関窓口で手続き

※2

市政の窓2025.3 月号



⑧

【令和６年度実施中！】西之表市人材確保対策事業【令和６年度実施中！】西之表市人材確保対策事業

《各分野の資格・事業所について》
資格　等 事業所 担当・問合せ先

医療

助産師・保健師・看護師・准看護師・理学療法士・
作業療法士・言語聴覚士・放射線技師・臨床検
査技師・臨床工学技士・薬剤師・社会福祉士・
精神保健福祉士・管理栄養士・栄養士・保育士

市内に所在する医療法第 1条の５第 1
項に規定する病院または同条第 2項
に規定する診療所（歯科診療所を除く）

市役所健康保険課健康増進係
（保健センターすこやか）
電話 24-3233
　　22-1111（内線 327）

介護

介護福祉士・社会福祉士・保健師・看護師・准
看護師・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・
栄養士・介護支援専門員・精神保健福祉士・柔
道整復師・あん摩マッサージ指圧師・社会福祉
主事の任用資格等・はり師・きゅう師・その他

市内に所在する介護保険法に規定する
居宅介護（予防）サービス事業所・地
域密着型介護（予防）サービス事業所・
居宅介護（予防）支援事業所・介護老
人福祉施設及び介護老人保健施設

市役所高齢者支援課介護保険係
電話 22-1111（内線 362）

子育て 保育士・幼稚園教諭 市内に所在する保育所、認定こども園、
幼稚園

市福祉事務所子育て支援係
電話 22-1111（内線 328）

障害
福祉

支援員・世話人・指導員・生活支援員・相談支
援専門員・就労支援員・職業指導員・作業指導
員・保育士・児童指導員・サービス管理責任者
・児童発達管理責任者・看護師・准看護師
・社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士
・栄養士・管理栄養士・訪問介護員・その他

障害者の日常生活及び社会生活を総合
的に支援するための法律第 5条に規定
するサービスを提供する施設や事業所
並びに児童福祉法第6条の２の２に規
定するサービスを提供する事業所で、
種子島内に所在する事業所

市福祉事務所社会福祉係
電話22-1111（内線 321）

農業 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

農業法人・農業者（青色申告者に限る）・
種子屋久農業協同組合西之表支所営農
販売課営農指導係・公益社団法人西之
表市農業振興公社

市役所農林水産課農政管理係
電話 22-1111（内線 245）

林業 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

市内に所在する林業に関する事業を運
営する事業所等

市役所農林水産課林務係
電話22-1111（内線 244）

水産 右記事業所に、期間の定めのない雇用契約を締
結し、常勤であること　等

市内に所在する概ね年間を通じて漁業
を営む漁業協同組合・漁業法人・水産
業事業体

市役所農林水産課水産係
電話22-1111（内線 243）

商工 右記事業所に正社員として採用が内定してい
る、市外からの転入者

①中小企業法第 2条第 1項に規定す
る中小企業者
②①に該当しない法人であって、資本
金等の額が 3億円以下であるもの等

市役所経済観光課商工政策係
電話 22-1111（内線 271）

《具体的な支援策》　〔必須条件：西之表市に住民登録していること〕
対象者その①：UI ターン者

（西之表市へ転入後６か月以内に就職する者） 対象者その②：市内在住者

☆全業種を対象（常勤）
・UI ターン就職者奨励金　20万円
・新卒等就職者奨励金　5万円

☆全業種を対象
・新卒等就職者奨励金
　常勤 5万円　非常勤 2.5 万円

☆特定産業分野（常勤）　※に追加支援
・家族加算（1人 5万円　4名まで）
・家賃補助（1/2　上限月額 3万円）　３年間

☆特定産業分野　※に追加支援
・就職者奨励金（商品券）
　常勤 5万円　非常勤 2.5 万円

★特定産業分野※
勤続奨励金（商品券）　1年目　5万円→　2年目　5万円→　3年目　5万円

※特に対策が必要な医療・介護・福祉・農林水産業を「特定産業分野」と位置づけ、各種奨励金等を準備。
資格の種類や事業所など、各産業分野で条件がありますので、詳細については、各担当課にお問い合わせください。

　市では、様々な産業分野の働き手、担い手が不足していることから、UI ターン者や市
内在住者の労働力確保と就労のきっかけづくりとして、本事業を行っています。資格を生
かして再就職を検討している方など、詳しくは各分野の関係課にお問い合わせください。 再周知

です
再周知

です
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⑨

　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、3月 1日（土）から 3月 7日（金）までの７日間、全国一
斉に春の火災予防運動が実施されます。

過去６年の鹿児島県と西之表市の住
宅用火災警報器の設置率を比べてみ
ると右のグラフのようになります。
鹿児島県と比べると西之表市の住宅
用火災警報器の設置率はかなり低い
ことが分かります。

■問合せ先　西之表消防署予防係　☎ 22‐0119

春の全国火災予防運動春の全国火災予防運動

火災発生の原因で一番多いものは何か分かりますか？
( 鹿児島県　令和６年版）

たき火
108 件

第 1位第 1位

年版）
コンロ火災を防ぐために
必要なことは何だろう！？

火入れ
   58 件

第 2位第 2位

コンロ
   28 件

第 3位第 3位
まず、一番大切なことは
コンロから目を離さないということです。
コンロ火災の詳細については、このＱＲ
コードから確認してください。

総務省消防庁
ホームページ

コンロが原因の建物火災が多く発生しています。
いざという時のために、住宅用火災警報器を設置しましょう！

住宅火災最後の砦住宅火災最後の砦 住警器の設置は、　　　　になっています。

住警器の設置場所は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　です。

義務
寝室、階段の踊り場（２階以上）

住宅用火災警報器を設置することで死者率が半減しているという統計結果も出ています。住
宅用火災警報器は、住宅火災が発生した際にいち早く住人に火災発生を知らせ、住人の命を
守る「最後の砦」になります。

●過去６年　住警器設置率●過去６年　住警器設置率

0
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80.280.2％％
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58％58％
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62％62％

90.790.7％％

67.3％67.3％

88.988.9％％

64％64％

R1 R2 R3 R4 R5

鹿児島県

西之表市

何かご不
明な点が

ある場合
は

西之表消
防署まで

連絡をお
願いしま

す

22‐0119

ます
ガスコンロや暖房器具などご家ガスコンロや暖房器具などご家
庭で使う火の始末をきちんと確庭で使う火の始末をきちんと確
認しましょう認しましょう

「音だけで「音だけで
　　人命守れる　　人命守れる
　　　　　住警器」　　　　　住警器」
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お 知 ら せ 　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報をお届けします。

【住民記録の氏名の振り仮名の修正を行っています】
　戸籍の氏名の振り仮名の法制化に伴い、令和７年５月 26日より順次本籍地の市区町村から氏名の振り
仮名が正しく記載されているかの確認の通知をご本人様宛に送付します。
　市では、西之表市に住民記録と本籍地がある方について、通知する氏名の振り仮名の基となる住民記録
の氏名の振り仮名の拗音「ｬ、ｭ、ｮ」、促音「ｯ」について修正を行っています。
【住民記録システム上の修正】
　市では、住民記録システムを平成２年に導入しました。導入した当初は、氏名の振り仮名の拗音「ｬ、ｭ、ｮ」、
促音「ｯ」は大文字でしか登録できませんでした。平成20年代に小文字の登録ができるようになりました
が、住民記録の修正のない方で拗音・促音を含む方の修正はされないままとなっていました。
　そのため、市では令和７年１月より、こうした方々の住民記録の氏名の振り仮名の拗音・促音の修正を
行っています。
【日本年金機構との情報連携】
　平成 30年から、日本年金機構へ住民基本台帳ネットワークシステムを通して、住民基本台帳の情報を
提供しており、振り仮名に修正がある場合は、年金原簿の情報が上書きされることになっています。振り
仮名の拗音・促音のみの修正では、通常は年金の振込不能は起こらないとこのことですが、平成 30年以
前から住民基本台帳と年金原簿で異なるお名前が登録されている場合には、振込不能が起こる可能性があ
ります。
　日本年金機構より「氏名変更のお知らせ」が届いた際は、必ず内容をご確認し、お問合せください。

■申込・問合わせ先 市教育委員会学校教育課管理係　☎ 22‐1111内線 266

【業務内容】
● 実技の指導
● 安全・傷害予防の知識・技能取得に関する指導
● 事故が発生した場合の現場対応
● 用具・施設の点検・管理
　また、校長の依頼により、次の業務を行う場合
もあります。
● 生徒の保護者との連携・調整
● 事務（会計含む）
● 指導計画の作成
● 学校外での試合、発表会等の活動時の引率
● 生徒指導対応
【応募資格】
　指導するスポーツ等に係る専門的な知識、技能
を有し、学校教育に関する十分な理解がある方
【募集人員】約 11名（次の部活動の中から希望す
る部活動へ配置）

　サッカー部、卓球部、弓道部、陸上競技部、バ
スケットボール部、バドミントン部、テニス部、
バレーボール部、剣道部、柔道部、野球部
【業務校】種子島中学校
【任用期間】令和 7年 4月１日（火）から令和 8
年３月 31日（火）まで
【業務日数・時間】
　週 5日（平日 4日、休日１日）
　週 5～ 11時間程度
【報酬】時給 1200円（交通費：市規定により支給）
【保険】労働者災害補償保険法適用
【応募方法】
　西之表市立中学校部活動指導員履歴書（市ホー
ムページ掲載または学校教育課窓口にて配布）
【募集期限】3月 14日（金）必着
【選考方法】書類選考及び面談
【面談予定日】3月17日（月）または3月18日（火）

■問合わせ先 市役所市民生活課市民係　☎ 22‐1111内線 302

令和 7年度会計年度任用職員（種子島中学校の部活動指導員）募集

住民基本台帳の氏名フリガナの修正について
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【選考の方法】
　書類審査のうえ、市奨学生選考委員会で審査
し、教育委員会で決定します。
【奨学金交付】
　誓約書提出後、６月上旬に本人口座へ振込
【返還の期限】
　貸与期間終了の翌月から起算し、10年以内
【返還の猶予】
　疾病その他の理由により返還が困難になった
ときは、願い出により返還の猶予ができます。
　また、市奨学生であった方が最終学校を卒業
後、返還期間内に本市に住民登録し、引き続き
市内に居住し、かつ、本市で就業しているときは、
その期間、願い出により返還を猶予することが
できます。この場合の返還期間は、従来の返還
期間 10年以内に、猶予された期間を合算した期
間とします。
【返還の免除】
　市奨学生であった方が最終学校を卒業後、返
還期間内に本市に住民登録し、引き続き５年間
市内に居住し、かつ、本市で就業していたときは、
願い出により奨学資金の全部または一部の返還
を免除することができます。（ただし、返還につ
いて滞納のある方、市税等の滞納のある方、ま
たは公務員として採用された方は対象外）

　市では、有能な人材を育成することを目的とし
て、「向学心に燃え、能力が充分であるにもかか
わらず、経済的理由で修学困難である方」に対し
て奨学金を貸与しています。
　学生の方の修学を支援するため、次の内容で奨
学生を募集します。
【応募の資格】
　高等学校以上の学校に在学し、保護者が本市に
在住している方
【貸与金額】
①高等学校に在学で自宅通学の方
　　　　　　　　　　　月額 1万 2,000 円以内
②高等学校または高等専門学校に在学で自宅通学
以外の方（ただし、予備校的な専門学校は対象外）
　　　　　　　　　　　月額 2万 5,000 円以内
③大学（短期大学を含む）または専門学校に在学
している方　　　　　　月額 4万円以内
※貸与は学校を卒業するまでの正規の修業期間です。
【提出書類】
①奨学資金貸与申請書（教育委員会総務課備付）
②奨学生推薦調書（前年度在学校で作成）
③所得課税証明（世帯全員分）
④在学証明書または入学証明書（今年度在学校で
作成）
【募集期間】４月１日（火）～４月 18日（金）
　8時 30分～ 17時 15分（土日、祝日を除く）

■応募・問合せ先　市教育委員会教育総務課庶務係　☎ 22‐1111内線 253

令和７年度西之表市奨学生募集

【消防庁舎移転に向けた取り組みについて】
　西之表消防署では、消防庁舎等の移転について検討を進めています。
　西之表消防署の現在の場所は、南海トラフ地震等による津波被害が予測される「津波浸水想定区域」
に指定されており、消防防災拠点施設としての消防力機能や消防活動の低下が危惧されています。
　また、消防庁舎及び訓練施設等は、築 34年が経過し建物本体や電気設備等の老朽化も著しく、社会
環境の変化に対応した施設の整備・拡張などが必要です。そのため、令和３年 12月に西之表消防庁舎
移転のための検討委員会を設置し、消防防災拠点施設としての消防庁舎や敷地に必要な各種施設設備等
の検討を始め、消防庁舎整備に係る基本構想計画策定に向け取り組んでいます。
　消防庁舎を移転し消防体制の強化を図ることで、市民の皆様が安心して暮らせる「災害に強い、安心・
安全なまちづくり」を更に推進し、突然の大規模災害に備え、消防に求められる役割を十分果たせる施
設整備に向け進めていきます。今後とも、消防行政や消防活動へのご理解とご協力をお願いします。

西之表消防署からのお知らせ

■問合せ先　西之表消防署　☎ 22‐0119
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■問合せ先　市役所地域支援課　　☎ 22‐1111内線 214・215

　住人同士でリアルな種子島生活などについてざっくばらんにお
話ししていただき、移住者と地元の方々の交流につなげることを
目的として、２月 11日（火）に移住者ミーティングを開催しました。
　今回は「歴史」をテーマとし、赤尾木城跡（現：榕城小学校）や
栖林神社など、市役所周辺の史跡を約１時間かけて歩き、学びを
深めました。その後、市民会館で、お茶を飲みながら日々の生活
の様子や西之表市にUI ターンした経緯を語り合いました。
　参加者からは、「移住者だけでなく地元の人も参加できたのが良
かった」「親子で楽しめるイベントがあれば今後も参加したい」と
いった感想が聞かれました。

◆移住者ミーティングを開催！

　コミュニティ大工である加藤潤さんを講師にお招きし、２月９日（日）に空き家再生のノウハウを学
ぶと共にDIY を体験し、面白さを感じてもらうワークショップを開催しました。参加者は講師から空き
家の状況確認方法を学びながら、天井や壁・床張を体験しました。
　DIY 初心者、メンテナンスの知識を得たい方が参加し、DIY のノウハウを習得するとともに、同じ作
業を行うことで参加者同士は打ち解け、地域交流の場が生まれたイベントとなりました。

◆コミュニティ大工から学ぶ空き家再生ワークショップ

▲赤尾木城跡（現：榕城小学校）での様子▲赤尾木城跡（現：榕城小学校）での様子

　相続した空き家について、どうしようか考えながらも困っていませんか？
　親族が集まる機会に、空き家の利活用方法をご検討してはいかがでしょうか。

◆移住・定住のための空き家を探しています◆
《親族が集まる機会に、空き家の利活用についてご検討ください》

　自然に囲まれた暮らしを求めて、都会から西之表市への移住希望者が増えていますが、借家が不足し
ており移住が難しい状況です。
　地域活性化のためにも、ぜひ空き家バンクへの登録をご検討ください。
　また、空き家バンク制度は、５年間登録していただくことを
前提に、その空き家のリフォームや家財整理の費用について一部
助成を行う事業があります。
　詳細は、お問い合わせください。

《空き家バンクへの登録をお願いします》

▲市HP

⑫市政の窓 2025.3 月号



種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 214 弾第 214 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【作り方】
① ぶりは食べやすい大きさに切り、塩少々を振ってしばらくおき、表面の水気を拭いて熱湯をかけておく。
② 鍋にだし汁と大根、にんじん、ねぎを入れて野菜がやわらかくなるまでアクを取りながら弱火でコト
コト煮る。
③ ②にぶりを加えてさっと火を通し、酒粕とみそを豆乳で溶いたものとおろししょうがを半量加えて味
を調えたら火を止める。
④ 器に盛り、残ったおろししょうがと葉ねぎを添える。

【材料（４人分）】
ぶり…4切れ（320g）
大根（いちょう切り）
　　…300g
にんじん（半月切り）
　　…70g
ねぎ（斜め切り）
　　…50g
だし汁…400㏄

「ぶりと大根のしょうが入り豆乳粕汁」「ぶりと大根のしょうが入り豆乳粕汁」

〈豆乳酒粕〉
　　豆乳…400㎖
　　酒粕…80g
　　みそ…大さじ 2［

おろししょうが
　　　…1片分
葉ねぎ…少々
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（
肥
育
農
家
）
を
訪
ね
た
先
進
地

視
察
研
修
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。

　

わ
が
熊
毛
地
域
の
畜
産
業
の
う
ち
肉
用
牛
（
和
牛
）
生
産

の
現
状
は
、
肥
育
か
ら
離
れ
、
繁
殖
経
営
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。
種
子
島
家
畜
市
場
で
競
り
落
と
さ
れ
た
子
牛
た

ち
は
、
海
を
渡
っ
て
本
土
の
肥
育
農
家
の
牧
場
に
い
き
、
様
々

な
ブ
ラ
ン
ド
牛
に
も
育
て
ら
れ
ま
す
。
島
外
か
ら
の
購
買
者

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
他
地
域
に
負
け
な
い
商
品
性
の
高

い
子
牛
生
産
や
購
買
者
の
誘
致
活
動
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

今
回
の
視
察
は
、
出
荷
後
の
肥
育
状
況
や
、
食
肉
と
し
て

製
品
に
至
る
実
態
を
確
か
め
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
島
の

畜
産
の
あ
り
方
を
探
る
目
的
で
す
。
事
業
主
体
は
「
西
之
表

市
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」
で
、
繁
殖
農
家
（
市
和
牛
振
興
会
会
員
ら
）
と
種
子
屋
久
農
業
協

同
組
合
畜
産
部
、
市
農
林
水
産
課
の
職
員
ら
総
勢
10
人
が
メ
ン
バ
ー
。
但
馬
家
畜
市
場
と
地
元
の

肥
育
農
家
「
太
田
畜
産
」
の
牧
場
ほ
か
、
食
肉
加
工
な
ど
の
関
連
会
社
「
太
田
家
」
が
大
消
費
地
・

神
戸
市
内
に
構
え
る
加
工
工
場
、
精
肉
店
、
焼
肉
レ
ス
ト
ラ
ン
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
同
社
の
協
力
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
西
之
表
生
ま
れ
の
「
種
子
島

和
牛
」
が
デ
ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
す
。
種
子
島
生
ま
れ
の
牛
た
ち
の
稼
ぐ
力
を
強
化
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

精肉加工を待つ冷凍庫＝神戸市

⑬ 市政の窓2025.3 月号
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支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

文責：相談支援センターあかつき（種子島地区自立支援協議会はたらく部会事務局）
　　　原﨑  美紀子・松下  護　　☎２７‐０９００

　種子島地区自立支援協議会はたらく部会では、障がいや難病のある方が安心して働ける環境作　種子島地区自立支援協議会はたらく部会では、障がいや難病のある方が安心して働ける環境作
りについて協議しています。障がいや難病のある方が利用できる障害福祉サービスには、就労移りについて協議しています。障がいや難病のある方が利用できる障害福祉サービスには、就労移
行支援・就労継続支援A型・就労継続支援 B型事業所などがあります。理解してもらえる環境で行支援・就労継続支援A型・就労継続支援 B型事業所などがあります。理解してもらえる環境で
能力を発揮しながら、出来ることを増やし、自信・働く力を身に付けていきます。働くことで給料・能力を発揮しながら、出来ることを増やし、自信・働く力を身に付けていきます。働くことで給料・
工賃も得られます。工賃も得られます。
　福祉作業所では、就労支援員のサポートを受けながら安心してお仕事が始められます。就労継　福祉作業所では、就労支援員のサポートを受けながら安心してお仕事が始められます。就労継
続支援 B型で職業訓練からスタートし、就労継続支援A型や一般企業への就職移行のように状況続支援 B型で職業訓練からスタートし、就労継続支援A型や一般企業への就職移行のように状況
に応じて柔軟にゆっくりとステップを上げていく形での利用もできます。軽作業・クリーニング・に応じて柔軟にゆっくりとステップを上げていく形での利用もできます。軽作業・クリーニング・
農作業・食品加工・手芸・接客・リサイクル・パン製造・委託作業・データ入力・印刷など、事農作業・食品加工・手芸・接客・リサイクル・パン製造・委託作業・データ入力・印刷など、事
業所によっていろいろな作業内容がありますので、見学・利用についてのご相談は各市町福祉事業所によっていろいろな作業内容がありますので、見学・利用についてのご相談は各市町福祉事
務所・種子島地区基幹相談支援センター・相談支援事業所までお問合わせください。（詳しくは種務所・種子島地区基幹相談支援センター・相談支援事業所までお問合わせください。（詳しくは種
子島地区自立支援協議会ホームページをご覧ください）子島地区自立支援協議会ホームページをご覧ください）
　自立支援協議会は、障害や難病のある方の「働きたい」を応援しています。気兼ねなくご相談　自立支援協議会は、障害や難病のある方の「働きたい」を応援しています。気兼ねなくご相談
ください。ください。

障がいや難病のある方の「働きたい」を応援します！

種類種類 内容内容 対象者対象者 雇用雇用
契約契約 年齢制限 島内の事業所

（在宅ワーク込）

就労移行就労移行
支援支援

一般就労のために必要一般就労のために必要
なスキルを身に付ける。なスキルを身に付ける。

企業等への一般就労企業等への一般就労
が見込める人、一般が見込める人、一般
就労を希望する人。就労を希望する人。

なしなし 原則 18歳～原則 18歳～
65歳未満65歳未満 ・レインボー赤尾木・レインボー赤尾木

就労継続就労継続
支援A型支援A型

働く機会を得て、工賃働く機会を得て、工賃
を得る。就労に必要なを得る。就労に必要な
知識及び能力の向上。知識及び能力の向上。

企業等への一般就労企業等への一般就労
や就労移行支援の利や就労移行支援の利
用が困難な人。用が困難な人。

ありあり 原則 18歳～原則 18歳～
65歳未満65歳未満

・風の街・風の街
・サンクスラボ・サンクスラボ

就労継続就労継続
支援 B型支援 B型

働く機会を得て、工賃働く機会を得て、工賃
を得る。就労に必要なを得る。就労に必要な
知識及び能力の向上。知識及び能力の向上。

企業等への一般就労企業等への一般就労
や就労移行支援の利や就労移行支援の利
用が困難な人。用が困難な人。

なしなし なしなし

・レインボー赤尾木・ワークメテオ・レインボー赤尾木・ワークメテオ
・きぼう館・猿蟹川・ほのぼの・きぼう館・猿蟹川・ほのぼの
・ねいろ 24・あかつき工房・ねいろ 24・あかつき工房
・えいぜっと・サンクスラボ・えいぜっと・サンクスラボ

　「おしごとファイル」は島内の福祉サービ　「おしごとファイル」は島内の福祉サービ
ス事業所の紹介・「はたらくってたのしい」は、ス事業所の紹介・「はたらくってたのしい」は、
はたらく部会で発行している広報誌です。はたらく部会で発行している広報誌です。
　種子島地区自立支援協議会のホームページ　種子島地区自立支援協議会のホームページ
に掲載しています！に掲載しています！

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐9022（直通）

特定健診情報特定健診情報 特定健診に関する情報をお知らせします特定健診に関する情報をお知らせします

生活習慣病は自覚症状が出にくく気付かないうちに重症化
していることもあります。そのため、

▲特定健診受診者と未受診者で比較すると・・・

　　未受診者の医療費は受診者の約４倍！

特定健診を毎年受診し、体に異常がないか確認すること特定健診を毎年受診し、体に異常がないか確認すること
が重要です。が重要です。

予防、早期発見・治療に早めに取り組むことで医療費を抑え
ることもできます。
特定健診を毎年受診し、継続して体の状態を確認するように
しましょう！

※令和７年度の対象者には５月中旬に受診券を送付します。
ぜひ、受診をお願いします。

（KDB システムより）
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№ 265

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

令和７年度 市民講座講師を募集中
　現在、令和７年度市民講座で講師をしてくださる方を募集しています。
　令和６年度の市民講座については、11講座を開設し、総勢１４５名の受講生が生涯学習
を楽しんでいます。指導者として、これまで培った知識・技能・技術等を役立ててみませんか？

【講師って何するの？】【講師って何するの？】
　年間 10回以内の講座の企画、運営（講　年間 10回以内の講座の企画、運営（講
座に伴う資料・材料の準備、教室の準備座に伴う資料・材料の準備、教室の準備
や後片付け、受講生との連絡、教材費のや後片付け、受講生との連絡、教材費の
徴収など）、講座実施報告書の作成等を徴収など）、講座実施報告書の作成等を
行います。行います。

▶
講
座
の
様
子

　
（
花
と
ふ
れ
あ
い
）

【市教育委員会の支援例】【市教育委員会の支援例】
　会場（市民会館等）の確保、会場使用料の負担、　会場（市民会館等）の確保、会場使用料の負担、
受講生の募集・受付、資料の印刷等についてはサ受講生の募集・受付、資料の印刷等についてはサ
ポートし、講師謝金をお支払いします。（講座１ポートし、講師謝金をお支払いします。（講座１
回につき 4,000 円）また、市民フェア等での舞台・回につき 4,000 円）また、市民フェア等での舞台・
展示発表の場の提供を行います。展示発表の場の提供を行います。

令和６年度市民講座一覧
１ フラワーアレンジメント ７ ヨガ（初級）
２ 書道 ８ ジャズダンス
３ 陶芸 ９ 魅力発信！初心者向け

Instagram活用４ 着物着付け
５ アロマクラフト 10 Umi  Hug
６ 花とふれあい 11 種子島キッズアート

【申込方法】【申込方法】
「こんな講座ができます」と、電話・メールでお気軽にお問合せください。「こんな講座ができます」と、電話・メールでお気軽にお問合せください。
※講座のジャンルは問いませんが、政治・宗教・営利に関わる内容、その他不適切と判断した※講座のジャンルは問いませんが、政治・宗教・営利に関わる内容、その他不適切と判断した
場合はお断りさせていただく場合があります。場合はお断りさせていただく場合があります。

募集締切募集締切　　　　　　　　　　　　　　　　　　までまで
　　　　　　　※締切後も随時お問合せください。　　　　　　　※締切後も随時お問合せください。

3 月 19 日 ( 水 )3 月 19 日 ( 水 )
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児
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鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
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保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

 

社
会
に
出
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

社
会
に
出
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

　
　
　

〜
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
〜

　
　
　

〜
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
〜

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
借
契
約
で
一
番
多
い
ト
ラ
ブ
ル
は
、
建
物
を
明
け
渡
す

際
の
原
状
回
復
費
用
を
め
ぐ
る
も
の
で
す
。
入
居
中
に
不
注
意
で
つ
け
て
し

ま
っ
た
傷
や
汚
れ
の
補
修
費
用
等
は
借
主
の
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
年
月
の
経

過
に
よ
る
も
の
や
通
常
の
使
用
に
よ
る
傷
や
汚
れ
な
ど
（
通
常
損
耗
）
に
つ
い

て
は
、
借
主
に
負
担
義
務
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た

め
に
、
契
約
・
入
居
の
際
は
次
の
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
際
に
は
、
退
去
時
の
特
約
に
原
状
回
復
の
費
用
負

担
が
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
入
居
時
に
貸
主
・
借
主
双
方
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
、

使
用
開
始
前
の
損
耗
状
態
を
記
録
・
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
ら
、
お
近
く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
事
例
》
一
人
暮
ら
し
の
た
め
に
部
屋
を
借
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た

ら
よ
い
か
。

【参考】マイライフかごしまくらしの情報（2021.1）

「ねんきんネット」をご活用ください！

「ねんきんネット」は「マイナポータル」との連携で簡単に利用できます

マイナポータルの利用者登録
①マイナポータルアプリを起動し、トップページの「登録・ログ
イン」を選択する
②数字 4桁のパスワードを入力する
③スマートフォンにマイナンバーカードをかざして読み取り開始
④読み取りが完了したらログインが完了

①スマートフォン

・年金記録がいつでも確認できます！
　年金記録の誤りや保険料の納め忘れがないかを確認できます
・年金見込額の試算、年金請求の手続きも！
　年金見込額の試算や年金請求手続きをオンラインで行えます
・扶養親族等申告書の提出をスマホで！
　扶養親族等申告書をスマートフォンで簡単に提出できます
・通知がオンラインで受け取れます！
　e-Tax 対応の通知書データの受け取りやオンラインで通知書の内容確認ができます

連携に必要なもの連携に必要なもの

②マイナンバーカード

③数字 4桁のパスワード

（例）
１ ２ ３ ４

マイナポータルからねんきんネットへの連携手続き
①マイナポータルのトップ画面「年金」から「トップページ（ね
んきんネット）」を選択する
②「連携に同意する」にチェックを入れ、「ねんきんネットと連携」
を選択する
③「メールアドレスの登録／変更」からメールアドレスを入力
する
ねんきんネットの利用開始
ねんきんネットの各機能は、左上の「メニュー」から選択する

⑯市政の窓 2025.3 月号
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★★ ★★
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Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機
打
上
げ

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　

準
天
頂
衛
星
「
み
ち
び
き
」
６
号
機

（
Ｑ
Ｚ
Ｓ
‐
６
）
を
搭
載
し
た
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
５
号
機
が
、
２
０
２
５
年
２
月

２
日
（
日
）
17
時
30
分
00
秒
に
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
、
所
定
の
軌
道
で

衛
星
を
分
離
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
打
上
げ
実
施
に
ご
協
力
、
ご
声

援
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

カ
ー
ナ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携

帯
電
話
な
ど
で
利
用
す
る
ナ
ビ
機
能
で

は
、
衛
星
測
位
サ
ー
ビ
ス
の
信
号
を
受

信
し
、
位
置
と
時
刻
を
計
算
し
て
い
ま

す
。
み
ち
び
き
は
、
時
間
帯
や
場
所
を

選
ば
ず
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
利
用

で
き
る
安
定
し
た
衛
星
測
位
サ
ー
ビ
ス

　令和６年６月から半年間、市民体育館において認知症予防教室「脳の健康教室」を実施し、13名の方が
受講されました。脳の健康教室は、公文学習療法センターの教材を用いて、週に１回、教室で簡単な「読
み書き」「計算」に取り組み、教室の仲間との交流を図り、自宅では毎日 15分程度の教材に取り組む教室
です。教室運営には、介護予防サポーター「よつばの会」の皆さんがサポーターとして、毎週参加者への
声かけ、進行を支援してくださり、頭の体操とコミュ二ケーションを楽しみました。
　教室開始時と終了時にはMMSE（認知機能障害を簡易的にスクリーニングできる検査）を実施し、12 名
中 11 名 (92％ ) のＭＭＳＥ値が維持改善されています（改善：7名 ･維持：4名）。

認知症予防教室を実施しました

地
球
観
測
衛
星
の
現
在
地
を

見
て
み
よ
う
！

　

こ
れ
ま
で
打
ち
上
げ
て
き
た
人
工
衛

星
は
今
、
宇
宙
の
ど
こ
に
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
運
用

し
て
い
る
地
球
観
測
衛
星
は
全
部
で
８

つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
８
つ
す
べ
て
の
場

所
、
軌
道
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
の
地
球
観
測
衛
星
は
日

照
条
件
が
揃
う
と
夜
空
に
光
っ
て
見
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
利
用
し
て
地

球
観
測
衛
星
を
観

察
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
記
事
の
内
容
は
２
月
６
日
時
点
）

地球を見守る
人工衛星たち

を
実
現
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
が
運
用

す
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
と
互
換
性
を
持
ち
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
と
一
体
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
測
位
精
度
を
更
に
安
定
さ
せ

る
た
め
、
７
機
体
制
で
の
サ
ー
ビ
ス
を

目
標
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（注）MMSE数値の目安
※東北大学加齢医学研究所の川島隆太教授は、学習療法の初期の共同研究を通じ
て数値の目安を次のとおりとしています。数値はあくまでも「目安」に過ぎません。

27～ 30ポイント 健常
22～ 26ポイント 軽度認知障害の疑いあり
21ポイント以下 認知障害の疑いあり
全体の平均値は２７．３３→２８．１７（+０．８４）と推移し、統計的に有意差あり
(Ｐ＝ 0.04801 ＜０. ０５)

〈参加者の皆さんからの感想〉
・毎週教室に通うたびに楽しく学習できた事が何より良かったと思います。
グループの人との会話も楽しみでした。サポーターの皆さんの温かい支えも
嬉しかったです。
・計算や読み方が少し速くなったように思います。週一回の教室を楽しみに
していました。スタッフの方々もとても親切で楽しく学習できました。

▶
５
か
月
後
参
加
者
別

　

変
化
内
訳

■改善 ■維持 ■低下

改善改善
59％59％

維持維持
33％33％

低下低下
8％8％

〈初回～ 5か月後〉のMMSE変化

⑰ 市政の窓2025.3 月号



戸籍の窓

※本ページの住所欄については、届出のあった住所を記載しています。

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

遠
藤　

睦り
く空

男

隆
晃

萌

上
之
原
町

髙
井　

花か
な
み波

女

和
道

澄
佳

浦
田

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
12
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

名
越　

笑
子

上
之
原
町

名
越　

幸
則

黒
木　

貞
夫

桜
園

黒
木　

マ
リ
子

西
川　

ミ
チ
子

武
部

西
川　

曻

筧　

良
平

寺
之
門

筧　

壽
子

濵
𣷹　

ツ
ヱ
子

上
能
野

濵
𣷹　

道
雄

小
倉　

初
男

野
木
平

小
倉　

勉

梶
𠩤　

郁
子

池
野

梶
𠩤　

祐
治

牧
内　

明

浅
川

牧
内　

シ
ヅ
カ

南
柿　

義
和

城

南
柿　

和
子

川
口　

勇
二

竹
鶴

川
口　

イ
ズ
子

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す

よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
２
月
15
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

栁　

勝
生

81

武
部

鎌
田　

利
滿

84

松
畠

浦
嶋　

洋
子

86

浦
田

小
倉　

豊

74

上
之
原
町

大
瀬　

イ
ワ

99

川
迎

牛
嶋　

由
生

45

朝
日
が
丘

村
松　

秀
髙

82

納
曽

岩
下　

タ
ミ
子

78

美
浜
町

宮
里　

ヨ
シ
コ

89

二
本
松

荒
河　

守

82

浜
脇

向
田　

マ
シ
ヱ

91

塰
泊

前
園　

正
夫

70

中
西

錨　

寛
美

86

野
首

廣
口　

サ
ヨ

98

浅
川

磯
邉　

ハ
ツ
エ

99

洲
之
崎

羽
嶋　

セ
ツ
子

85

住
吉
中
之
町

濱
元　

信
幸

52

松
畠

荒
河　

和
成

77

美
浜
町

村
山　

ヨ
シ
子

87

竹
鶴

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

大
﨑　

俊
輔　
　
　

本
立

　
　

＆

野
口　

眞
依　
　
　

本
立

曽
木　

拓
海　
　
　

榕
城
中
目

　
　

＆

小
山
田　

春
香　
　

榕
城
中
目

田
上　

直
道

96

安
城
下
之
町

三
浦　

安
德

89

松
畠

能
野　

シ
ズ
エ

89

上
能
野

濵
元　

カ
ズ
子

91

庄
司
浦

大
河　

ミ
ヤ
子

84

湊

田
頭　

ヨ
ツ
エ

85

田
之
脇

榎
元　

倖
大　
　
　

榕
城
中
目

　
　

＆

大
﨑　

咲
楽　
　
　

上
之
原
町

石
元　

亮
太　
　
　

池
之
久
保

　
　

＆

西
門　

麻
香　
　
　

塰
泊

三
上　

英
明　
　
　

野
首

　
　

＆

滝
澤　

恵　
　
　
　

長
野
県
安
曇
野
市

⑱市政の窓 2025.3 月号



花
と
実
を
求
め
メ
ジ
ロ
の
声
高
く
冬
の
つ
か
の
間
ほ
の
ぼ
の
過
ご
す

カ
ッ
ト
せ
し
二
ヶ
月
振
り
の
わ
れ
の
髪
気
分
は
軽
や
か
少
し
若
や
ぐ

や
が
て
逝
く
母
の
整
理
を
手
伝
い
し
止
む
気
配
な
き
秋
の
長
雨

超
え
ら
れ
ぬ
試
練
は
無
い
と
思
い
た
し
友
に
届
け
と
朝
日
に
祈
る

何
百
年
生
き
続
け
し
か
蒲
生
の
里
楠
の
大
樹
に
向
き
て
佇
む

断
捨
離
だ
必
要
な
い
の
は
思
い
切
り
分
か
っ
て
い
る
の
に
ま
だ
捨
て
ら
れ
ず

手
を
合
わ
せ
亡
き
友
の
倖
祈
り
つ
つ
見
上
ぐ
る
空
に
星
は
輝
く

沖
に
見
ゆ
か
な
し
き
す
が
た
泣
く
ま
い
ぞ
民
き
り
す
て
る
日
の
本
の
国

南
天
の
赤
き
実
正
月
の
活
け
込
み
に
と
見
れ
ば
す
で
に
先
客
の
あ
り

病
い
の
身
友
の
つ
く
り
し
惣
菜
の
身
に
し
み
た
る
や
有
難
き
こ
と

受
刑
者
の
お
そ
き
謝
罪
は
少
し
で
も
り
こ
ち
ゃ
ん
の
パ
パ
の
浄
化
に
な
り
や

分
け
入
れ
ば
歌
碑
は
石
積
み
山
頭
火
小
径
は
し
と
ど
霧
の
高
千
穂

寒
ざ
む
と
冬
を
向
か
え
て
冷
え
る
夜
は
昔
恋
し
い
綿
入
袢
纏

歯
固
め
の
石
を
抱
き
て
我
思
う
ま
だ
百
日
か
も
う
百
日
か

メ
ー
ル
読
み
意
欲
湧
き
出
る
こ
の
身
か
な

物
価
高
鏡
餅
ま
で
S
サ
イ
ズ

村
之
町
・
岩
崎　

真
一

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

南
種
子
町
・
佐
伯　

圭
子

若
宮
・
椎
木　

秀
幸

鹿
児
島
市
・
下
村　

タ
ミ
子

中
種
子
町
・
砂
坂　

か
お
り

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

上
之
原
町
・
成
田　

久
夫

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

桜
が
丘
・
橋
口　

友
子

西
町
・
濱
田　

千
代

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

鹿
児
島
市
・
用
貝　

蓮

鹿
児
島
市
・
福
留　

敏
実

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
う
こ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

青果状況【1月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 243 16 2,191 406
葉茎菜
　　類 1,229 277 2,775 603

果菜類 360 82 1,138 423
その他 2,006 548 1,273 428
小 計 3,838 923 7,377 1,860

果
物
類

かん
きつ類 2,450 503 1,270 229

果瓜類 0 0 10 4
その他 163 353 378 131
小 計 2,613 856 1,658 364

鳥 卵・　　
加 工 品 等 18 6 289 106

花　類 7,750
本 442 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
15トン

6トン
（40％）

9トン
（60％）

取引額
456万円

223万円
（49％）

233万円
（51％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《3月の休み》
2日・5日・9日・12日・16日・20日・
23日・26日・30日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

［火　災］
出火件数　2件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　72件
うち急病　48件

1月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   1 件
死 者　   1 人
負 傷 者　   0 人

2月 10日現在
（R7年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,540 3,813 7,353 4,000
上西 233 243 476 275
下西 1,091 1,000 2,091 1,218
国上 436 457 893 529
伊関 169 182 351 213
安納 164 168 332 188
現和 507 534 1,041 618
安城 138 122 260 153
立山 47 40 87 52
中割 33 29 62 45
古田 160 183 343 190
住吉 372 422 794 471

［校区別］

［人口］
全体 14,083 人（－ 10）
男性 6,890 人（＋ 6）
女性 7,193 人（－ 16）
［世帯数］
7,952 世帯（＋2）
（　）内の数字は前月比

1月末現在
人人口・世帯口・世帯3 月 当番スタンド

2日 ㈱有馬石油店（西町）

9日 ㈱三栄石油商会（天神町）

16日 種子島石油㈱（鴨女町）

23日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

30日 ㈱有馬石油店（西町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告
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［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

TEL0997-23-4111（代）

とくし丸=篤志丸
篤志=志のあついこと。
特に、社会事業や公共の福祉
などに熱心に協力すること。
また、その心や、そのさま。

少しでも興味のある方。詳しくは

ご説明しますのでお気軽にお問い

合わせください。


